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ABSTRAK 

Shara Zafira Svirra. 2015. Peningkatan Hasil Belajar Bahasa Jepang Siswa Kelas X SMAN 5 

Bogor Melalui Model Pembelajaran Auditory, Intellectually and Repetition (AIR). Skripsi, 

Jurusan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini dilatar belakangi oleh masalah-masalah yang muncul dalam 

pembelajaran bahasa Jepang siswa kelas X SMAN 5 Bogor. Berdasarkan hasil pra penelitian, 

kurangnya variasi metode pembelajaran yang digunakan guru pada proses pembelajaran 

bahasa Jepang membuat siswa kurang termotivasi dan pembelajaran menjadi menjenuhkan. 

Berdasarkan hasil midtest juga dapat diketahui bahwa rata-rata hasil belajar siswa masih 

dibawah KKM. Untuk mengatasi masalah tersebut maka peneliti menggunakan model 

pembelajaran Auditory Intellectually Repetition dalam pembelajaran bahasa Jepang. 

Penelitian ini bertujuan untuk 1) mengetahui penggunaan model pembelajaran 

Auditory Intellectually Repetition dalam pembelajaran bahasa Jepang di SMAN 5 Bogor 2) 

mengetahui peningkatkan hasil belajar dengan menggunakan model pembelajaran Auditory 

Intellectually Repetition (AIR) di SMAN 5 Bogor 3) mengetahui tanggapan siswi terhadap 

penggunaan model pembelajaran Auditory Intellectually Repetition dalam pembelajaran 

bahasa Jepang. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah Penelitian Tindakan Kelas 

(Classroom Action Research). Penelitian dilakukan sebanyak dua siklus dan guru mata 

pelajaran bahasa Jepang berperan sebagai kolabolator penelitian. Desain intervensi dalam 

rancangan siklus penelitian memiliki empat tahap, yaitu 1) membuat rencana tindakan 2) 

melaksanakan tindakan 3) mengadakan pemantauan/observasi 4) memberikan refleksi dan 

evaluasi untuk memperoleh sejauh mana pencapaian hasil yang diharapkan kemudian direvisi 

untuk melaksanakan tindakan pada siklus berikutnya. 

Berdasarkan hasil analisis kualitatif pada lembar observasi, aktivitas guru dan siswa 

pada siklus I dan II mengalami peningkatan. Bukti ini diperkuat oleh catatan lapangan bahwa 

siswa lebih antusias dan aktif. Selain itu berdasarkan hasil analisis kuantitatif, hasil belajar 

siswa juga mengalami peningkatan. Hal ini dilihat dari hasil posttest belajar siswa diperoleh 

persentase pada siklus I sebesar 93% dan siklus II sebesar 96% siswa mencapai nilai KKM 

>80. Kemudian dari nilai rata-rata posttest diperoleh pada siklus I yaitu 90,15 dan siklus II 

yaitu 94,90. Selanjutnya berdasarkan hasil analisis angket, siswa berpendapat bahwa dengan 

AIR pembelajaran bahasa Jepang menjadi sangat menarik, memudahkan pembelajaran, dan 

meningkatkan hasil belajar bahasa Jepang. Dengan kata lain dapat dikatakan bahwa 

peningkatan hasil belajar bahasa Jepang dapat dibuktikan dengan model pembelajaran 

Auditory Intellectually Repetition. 

 

Kata kunci : Peningkatan, Hasil Belajar, Auditory Intellectually Repetition 
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Auditory Intellectually Repetition モデルでボゴール第五
だ い ご

国立高校の一年生における日

本語学習の上達
じょうたつ

 

 

ジャカルタ国立大学 

Shara Zafira Svirra 

zafirasvirra@gmail.com 

概要
がいよう

 

A. はじめに 

１．背景
はいけい

 

ほかの外国語の勉強と同じように、学習者は日本語を勉強することを難しく

感じている。日本語を勉強する目的は興味からではなく、シラバスにより勉強し

なければならないからである。この研究において、ボゴール第五
だ い ご

国立高校の一年

生の X MIA Eの学生３３人を対象とし、サイクル I, IIの二回を行ったであ

mailto:zafirasvirra@gmail.com
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る。テストを行ったが期待
き た い

された合格点が達成
たっせい

されたとはいえなかった。学生の

うち、８０以上
いじょう

の点数を取ったのは１２人だけ（３７％）である。また、７５点

以下の学生は２１人である。日本語教師の面接結果によると、そのクラスは他の

クラスより日本語を勉強するときやる気が低く、つまらなく、あまり活動的では

ない。それで、学習者に興味
きょうみ

を抱かせ、やる気を出させて、学習者の学習結果を

上げることができるよう、新しい方法が必要である。方法は Auditory Intellectually 

Repetition（AIR）モデルである。 

２．問題提供
ていきょう

 

その研究の問題提供に以下のとおりである： 

１）ボゴール第五
だ い ご

国立高校の一年生に対して Auditory Intellectually Repetition

（AIR）という学習モデルを適用した場合うまくしてはどうだろうか。 

２）ボゴール第五
だ い ご

国立高校の一年生に対して Auditory Intellectually Repetition

（AIR）という学習モデルで日本語の学習結果が上がるだろうか。 
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３）ボゴール第五
だ い ご

国立高校の一年生に対して Auditory Intellectually Repetition

（AIR）という学習モデルで日本語の学習には学生の意見
い け ん

はどうだろう

か。 

 

B. 研究方法 

本研究に使っている研究方法は Classroom Action Researchという研究のメソ

ッドである。Kemmis と Mc. Taggart の Classroom Action Researchに留意している

サイクルのプロセスのモデルである。本研究のサイクルの計画に干渉のデザイン

は二つ段階があり、１）行動を計画する ２）行動する ３）観察
かんさつ

する ４）返

射し、評価する。本研究にコラボレーターにとしてボゴル第五
だ い ご

国立宗教高校
こくりつしゅうきょうこうこう

の

一年生の日本語の教師と協力した。研究の結果をわかるため、使っていた

kualitatifのデータは、教師と学生の活動の観察
かんさつ

のシート、フィールドノート、ア

ンケートで、kuantitatifのデータはテストである。 

 

C. 研究結果と分析
ぶんせき
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１．教師と学生の観察シートの結果の分析 

コラボレーターが監察した教師と学生の観察シートの処理
し ょ り

に基づき、

教師と学生の学習活動を上げることができる。そのことはサイクル Iからサ

イクル IIまで上げることができると示している。サイクル Iでは学習の

時間管理
じ か ん か ん り

において、教師の活動があまり良くない。そして、教師に対する学

生の質問
しつもん

活動があまり活発
かっぱつ

ではなかった。フィールドノートに確認
かくにん

している。

学生がとても活発になり、全てのサイクル Iの欠点
けってん

が改善
かいぜん

されたので、サイ

クル IIでは教師と学生の活動が改善されたといえる。 

 

２．テストの結果の分析 

テストの結果の表 

サイクル 以下の点数 学習のパーセ

ンテージ 

以上の点数 学習のパーセ

ンテージ 

前の状態 ５４－８０ ６６％ ８１－１００ ３４％ 
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I ７０－８０ ７％ ８１－１００ ９３％ 

II ８０ ４％ ８１－１００ ９６％ 

 

上のテストの結果の表に基づいて、Auditory Intellectually Repetitionで日本語

の学習が上げることができる。サイクル Iの結果は９３％で、サイクル IIは

９６％学習者が合格点の以上の点数をとることができた。目標は学習者の８

０％が合格点以上の点数を取らなければならない。 

３．アンケートデータの結果の処理 

アンケトデータ処理に基づいて、次の結果がわかった。 

A) ９９％学習者が「Auditory Intellectually Repetitionモデルの使用で日本語

の学習はとても面白くなった」と答えている。 

B) ９０％学習者が「Auditory Intellectually Repetitionモデルの使用で日本語

を学ぶことが簡単になる」と答えている。 

C) ８１％学習者が「Auditory Intellectually Repetitionもでるの使用で日本語

の能力が上げることができる」と答えている。 
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D) ９０％学習者が「Auditory Intellectually Repetitionモデルの使用で日本語

の学習は勉強する活動が活発になった」と答えている。 

E) ９９％学習者が「Auditory Intellectually Repetitionモデルの使用で日本語

を学ぶことがつまらなくないである」と答えている。 

 

本研究の欠点があった。それはつぎのとおりである： 

A) Auditory Intellectually Repetitionという学習モデルは活動で長い時間が

かかる。 

B) この研究は会話能力が行われることができない。授業時間が限られて

いるため、この研究の中で会話能力について調査することができなか

った。 

 

D. おわりに 

 Auditory Intellectually Repetition という学習もでるは日本語の学習結果を

上達させることができる。 
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 子ラボレーターに対して、観察をした観察結果に基づいて、Auditory 

Intellectually Repetition で教師と学生の活動がサイクル I からサイクル II

まで上達
じょうたつ

させることができる。 

 ポステストの結果に基づいて、各サイクルは合格点より上に点数を取れた

学習者数の８０%以上のパーセンテージを得る。そして、目標を達成した。

つまり、日本語の学習結果の学習に対する Auditory Intellectually Repetition 

という学習モデルは上達あるという意味である。 

 アンケート結果に基づいて、この学習モデルは学生に自信を抱かせ、興味

を持たせ、勉強する活動が活発になり、学ぶことが簡単になる 
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